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静岡図幅地域は駿河湾の北西岸に位置

塔熟落媛1災

る.

本図幅地域は地体構造上西南目本外

帯とフォッサマグナとの交差会合部に当た

り糸魚川一静岡構造線(安倍川の扇状地

堆積物によって被覆されている)が図幅地

域のほぼ中央を南北に縦断していると推定

している.

本図幅地域のほぼ中央に位置する静岡市

の市街地は安倍川扇状地の上に位置して

おり扇状地性砂礫層の厚さは100m以上

に達する･静岡平野内には谷津山及び八

幡山の孤立丘陵が存在しこれらの丘陵に

は砂岩と泥岩との有律互層からなる上部中

新統静岡層群が分布している.

また本図幅地域南西部には大井川の

扇状地と朝比奈川沿いの低地からなる焼津

平野が広がっており焼津と藤枝の市街地

が発達している.

宇津ノ谷峠を含む本図幅地域北酉部の山地には古第三系一

最下部中新統の瀬戸川層群が分布している｡同層群は砂

岩･頁岩･チャｰト･各種の石灰質岩･玄武岩溶岩等からなって

ζ喜徴筑寛鴛ア榴曲軸を有する複雑な榴曲構造によつ

本図幅地域西端に位置する藤枝市街北方の丘陵地域には

下部中新統の中部と推定される大井川層群が分布している｡

同層群は主として海底地すべりによって擾乱された砂岩泥

岩互層からなっており瀬戸川層群に由来した黒地性岩塊(オ

リストリス)を含んでいる.

たオ5くさLず一また

高草山周辺及び大崩海岸から賎機山に至る地域(静岡市街の

西方)には下部中新統の上部と確認された高草山層群が分布

している.同層群は島弧外縁部においては産出の稀なアル

カリ火成岩類から構成されており下部にデイサイト質岩類を

伴う･本図幅では同層群の層序(噴出･貫入の順序)と岩

石学的特徴(化学組成や変成度)とを有機的に結びつけて論述

されている.

本図幅地域の北東部に位置する有産丘陵には更新世の砂礫

層及ぴ泥層が分布している｡これらの更新統は北東方向に

伸長した一つの大きなドｰム状構造を形作っており同構造の

南半分は海蝕により削り取られている.

静岡図幅地域は地震予知連絡会による東海地域の観測強化

地域への格上げ(1974)及び石橋克彦氏による駿河湾巨大地震

説の提唱(1976)以来我が国における地震活動及び地殻変動観

測の最重点地域の一つとなっており社会的にも注目を集めて

いる地域である｡このような最近の情勢に鑑み静岡図幅の

研究報告書では同図幅地域周辺の地質構造発達史について詳

細な解説を行うど共に同地域における地籏活動の特徴･

と地質構造との関係･重力異常と地質構造との関連等について

も言及している.
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